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揺れる気持ちに寄り添う 

 
 

 

１ 事例の概要 

○ 自分の意思を言葉で伝えることができるＨさんは、社交的で人と話すことが大好きで、と 

ても家族を大切にしている。反面、待つことが苦手で、気に入らないことがあると声を荒げ 

て怒ることがある40代の女性。 

○ Ｈさんの望む生活である、『お母さんに会いたい。引越ししてお母さんやお兄さんのそばで

暮らしたい。食べたい物や欲しい物がたくさんある。外出してたくさん買い物したい。好き

なアニメのＤＶＤを見たり、折り紙やアクセサリーを作ることが好き。お仕事を頑張りたい。

楽しく過ごしたい。たくさんお話したい。元気に過ごしたい。』ことを実現するため、日々の

暮らしの中で意思決定支援を展開し、Ｈさんの思いを繰り返し丁寧に聞き取りながら、日常

生活を豊かにするために余暇活動の充実を図るなど、様々な経験や体験を重ねた。 

○ グループホームでの生活体験を進めていく中で、支援チームが、揺れ動くＨさんの気持ち 

にチームとして寄り添い、同時に、家族の気持ちにも寄り添いながら、Ｈさんの望む生活を 

実現するために支援を重ねていくことで、Ｈさんは、障害者支援施設から、Ｈさんが望んで 

いた家族にすぐに会えて、好きな買い物や外出ができる、実家近くのグループホームに移行 

することができた。 

 

 

２ 基本情報 

  対 象 者： Ｈさん 女性 40代 

  主 た る 障 害： 最重度知的障害 てんかん 

  そ の 他 手 帳： 精神障害者保健福祉手帳１級 

  障害支援区分： ６ 

  親 族 関 係： 母、兄  

  居 所： 在宅（持家） → 障害者支援施設 

  移 動： 車椅子を使用。室内であれば自分で移動可能 

  人 柄： 言葉で自分の意思を伝えられ、社交的で人と話しをすることが大好き 

  既 往 歴： 緑内障の疑いで定期的に医療機関を受診 
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第０クール：意思決定支援開始の準備（状況整理等）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本クールの概要 

○ サービス管理責任者と支援者は、園で保管しているＨさんの個人情報（フェイスシート、 

アセスメントシート、健康カード、個別支援計画、個人記録等）を確認しながら、その情報

を最新の情報に更新し、また、不足している情報を追加した。 

○ 相談支援専門員は、サービス管理責任者とともに、ストレングスモデルの視点からヒアリ

ングシートに情報をまとめた。 

 

２ 状況整理① 生活史等 

(1) 出生から学齢前まで 

幼少期に盲腸のため全身麻酔で手術を受けた。術後の経過は良好だったが、以降、てんか

ん発作を発症した。１歳頃、兄が繰り返し口にしていた英語や数字を覚え、口にするように

なった。３歳から市内の保育園に通所。衣類のポケットに大切な物を入れることが多く、ポ

ケット付きの衣類を好んで着用していた。 

 

 (2) 学齢期 

小・中学校は普通級に通学。内服薬が強かったためか授業中寝ることが多く、頭痛や腹痛

を理由に欠席が多かった。母と兄は養護学校高等部への進学を希望していたが、商店を営む

父がＨさんの発作や通学を心配し進学に反対し、進学せず家業や家事を手伝った。家業の手

伝いはＨさんには難しく、テレビを見たり刺繍や絵を描くなどの生活が続いた後、生活訓練

指導のため通所支援施設に通った。その後、養護学校高等部に 1 年遅れで入学した。高等部

在学時は、好奇心旺盛で活発、運動が得意でマラソン大会では好成績を残した。 
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(3) 養護学校卒業後からＬ障害者支援施設入所まで 

高等部卒業後、短期入所を利用しながら在宅生活を送る。自宅では家事を手伝い、「私がや

る」「自分でやる」など自立心があったが、母と意見が合わないこともあった。Ｈさんが 30代

前半に父が逝去。その後、母の高齢化に伴い、短期入所の利用日数が増加。母の体調悪化に

より在宅生活に困難が生じ、30 代半ばにＬ障害者支援施設（以下「Ｌ施設」という。」に入所

した。 

 

(4) Ｌ障害者支援施設入所後から事件前まで 

ア 入所当初 

一日の多くを居室で過ごしＤＶＤ鑑賞を好んでいた。Ｈさんが希望するものは母が購入

し来園時に渡していた。母の面会は月３～４回あり、居室で昼食を食べるなど楽しく過ご

していた。入所直後はてんかん発作、ふらつきや転倒もあった。肺炎による入院以降、手

足のむくみ、立位が保てなくなるなど体調を崩すこともあった。日中活動では、手芸作品

を作り、作品を他の利用者にプレゼントするなどの優しさがあった。 

 

イ 入所３年目 

施設での生活にも慣れてきて、時折、大きな声を出す利用者に怒ることもあったが、他

の利用者が困っているときは「どうしたの」と声をかける姿もあった。足のむくみと体重

増加のため、日中活動で平行棒を使い、足を動かす運動を開始し、意欲的に参加していた。

また、支援者との関わりを楽しみ、折り紙やアニメのＤＶＤ鑑賞などをしていた。家族が

毎週面会に来て、居室で家族が持参したご飯を一緒に食べるなどしていた。 

 

ウ 入所４年目 

体調は安定してきたが、てんかん薬により呂律が回らなくなることがあり、服薬調整を

行った。日中活動やカラオケ、買い物に出かけるときは、化粧やアクセサリーを身に着け

るなどおしゃれをし、支援者に「きれいにできたよ」と笑顔で話していた。外出時には、

前日から買いたい物を決めて出かけていた。日中活動では平行棒に取り組み、歩けた日に

は「お母さんには内緒だよ」と嬉しそうに話をする姿もあった。この頃、母は体調を崩し、

面会が月１～２回に減り、母の入院時には面会が途切れることもあった。家族に会えない

ときは、Ｈさんは母に手紙を書き、母からの返信があると笑顔で喜んでいた。 

 

(5) Ｍ障害者支援施設への転居後 

入所４年目に起きた事件により、Ｍ障害者支援施設（以下「Ｍ施設」という。）へ転居。Ｍ

施設では２人部屋となった。Ｈさんは、居室のレイアウトにこだわり、納得いくまで何度も

変更した。転居に伴う支援担当者の交代で、意思疎通ができずイライラすることがあった。

Ｍ施設は外出しやすい場所にあるため、大好きな買い物に行きやすくなった。日中活動は転

居前後で変更なく、居室でのＤＶＤ鑑賞もしていた。この頃から、母は体調を崩し、面会に

来られなくなった。Ｈさんは母に手紙を書き、その返事を楽しみにしていた。  
－ 63 －



３ 状況整理② 選好、嗜好等 

好き・喜び・楽しみ等 嫌い・苦手・不快等 

○ 家族 

○ 家族へ手紙を書くこと 

○ 人と話すこと、異性との交流 

○ 好きなテレビ番組やアニメを観ること 

○ アクセサリー作り、塗り絵、作った折り紙

を支援者にプレゼントすること 

○ うさぎの人形、しゃべるハムスター人形 

○ おしゃれ 

○ 待つこと、自分のやろうとしたことを止め

られること 

○ 他の利用者から嫌なことをされたことを

ずっと覚えている 

○ 嫌がることをされること、やりたいことが

できないこと 

○ にぎやかな場所 

 

 

４ 状況整理③ 意思能力、表現方法等 

○ 簡単な言葉は理解し、言葉による意思疎通が可能。自分の要求や出来事を言葉で表現する 

ことができる。 

○ 拒否は言葉や態度で表現し、嫌なときは大きな声を出す。 

○ 視覚情報で多くのことを理解し、手紙も書くことができる。表情も豊かである。  

○ 気に入らないことがあると、大きな声を出したり、物を壊したり、投げたりするなど、情 

緒面での波がある。意にそぐわないことは聞こえないふりをすることもある。 

○ 分かりやすく説明することが必要である。 

○ 自分よりも重い障害のある方に対して優しい。 

○ 寮の中では、自分が一番との気持ちがある。 

○ 頑張り過ぎて疲れてしまい動けなくなることがある。その加減が自分で分からない。 

○ 人へプレゼントすることが好き。自分が、誰に何をプレゼントしたかよく覚えている。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 改めて家族からＨさんの幼少期のエピソ

ード等を聞き取ることで、Ｈさんの本人像を

深めることができた。 

○ Ｈさんのストレングス。 

・ 要求や出来事を言葉で表現できる 

・ 好きなことややりたいことが多くある 

・ 在宅生活が長く、日中過ごす場所への通

所経験がある 

・ 家族思いである 

○ チームとして今後進めていくことを確認

した。 

○ サービス管理責任者及び支援者等から家

族に連絡を取ってもらい、フェイスシートに

書かれていないＨさんの幼少期のエピソー

ドを知ることができた。 

○ 以前のＨさんのエピソードを知ることで、

もともと力がある方だと分かった。 

○ 元気だった頃のＨさんと現在のＨさんの

ギャップを感じた。 

○ 本人像と今後の方向性を確認し、チームで

動いていくことを確認した。 
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５ 本クールのまとめ 

(1) 関係者が意識した役割・配慮点等 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

〇 支援者は変則勤務なので、支援者間でどの

ように情報を共有し、議論できるかを考え、

記録を工夫した。また、記録に支援者の思い

も書き込むようにしていった。 

 

○ 相談支援専門員が代わったばかりで初対

面からのスタートであり、Ｈさんを知るこ

と、関係性をつくることから始めた。 

○ 会議開催に当たり、サービス管理責任者、

支援者からの聞き取り、状況整理、ヒアリン

グシートの作成をした。 

○ 意思決定支援を進めるに当たって、ストレ

ングスの視点を大切にした。 

 

(2) 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 

意思決定支援の実践には、多様な関係者から寄せられた、本人に関する情報の集積と蓄 

積が重要です。ガイドラインにも次のような記述があります。 
 
 

意思決定支援を進めるためには、本人のこれまでの生活環境や生活史 、家族関係、人間関係、嗜好等

の情報を把握しておくことが必要である。家族も含めた本人のこれまでの生活の全体像を理解すること

は、本人の意思を推定するための手がかりとなる。また、本人の日常生活における意思表示の方法や表

情、感情、行動から読み取れる意思について記録・蓄積し、本人の意思を読み取ったり推定したりする

際に根拠を持って行うことが重要である。                   ＜ガイドライン＞ 
 
 

津久井やまゆり園利用者に係る意思決定支援で使用されているヒアリングシートでは、 

障害状況、生活史、生活環境、家族関係、社会関係、ＡＤＬ、好き・喜び・楽しみ、嫌い 

苦手・不快、意思能力・表現方法等の多様な情報が集められ、さらに本人の日々の暮らし 

等から得られた情報を「手掛かり・ヒアリングエピソード」として記入しています。ヒア 

リングシートの取りまとめは、相談支援専門員が行いますが、相談支援専門員だけで情報 

が得られるわけではありません。ガイドラインでは次のようにも述べます。 
 
 

日頃から本人の生活に関わる事業者の職員が場面に応じて即応的に行う直接支援の全てに意思決定支

援の要素が含まれている。                          ＜ガイドライン＞ 
 
 

意思決定支援は、本人に関わるあらゆる人々の参画が必要です。関係者一人ひとりが本 

人の過去・現在・未来に関心を持ち、本人の多彩な自己表現をキャッチし、明確な根拠を 

持ちながら記録するという、意思決定支援の“当事者”として責任を果たすことが重要で 

す。 
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第１クール：スタートアップ等                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本クールの概要 

○ Ｈさんに関する情報の共有、意思決定支援の手順や方法等の検討、支援チーム内での役割分

担と今後の進め方について検討するため、チーム会議を開催した。 

○ 支援チームは、Ｈさんが、やりたいことや気持ちを言葉で伝え、自分で決められる方である

と見立て、どのような生活をしたいか、Ｈさんに直接意向を確認していくこととした。また、

Ｈさんにグループホームに関する情報を提供し、見学を勧めることとした。併せて、家族に意

思決定支援について説明し、Ｈさんの望む暮らしを実現するため、グループホームの見学や体

験に加え、母との面会の機会も確保できるよう進めていくこととした。 

○ グループホームの見学は、Ｈさんに負担にならないよう配慮しながら実施した。グループホ

ームを見学したところ、Ｈさんはとても気に入った様子だったが、反面、「あそこには住みたく

ないの」という発言もあるなど、少し混乱していた。支援チームとしては、この時点では、グ

ループホームに引っ越すということを、Ｈさんが理解できているか、判断できなかった。 

○ グループホームの１回目の体験を実施したが、Ｈさんの「引っ越す」「あっちに住みたい」と

いう言葉をそのまま受け止めてよいかどうか、この時点では判断できなかったため、継続して

確認していくこととした。 

 

 

２ チーム会議 

(1) 会議の概要  

ア 目的 

① Ｈさんに関する情報共有。 
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② 意思決定支援の手順や方法等の検討。 

③ 支援チーム内での役割分担と今後の進め方の検討。 

 

イ 参加者 

相談支援専門員（※チーム責任者）、サービス管理責任者（Ｍ施設）、支援者（Ｍ施設）、 

担当ケースワーカー（援護地）、県障害福祉主管課職員 

 

ウ 検討内容 

○ チームで情報共有をしていく中で、「今後の生活についてのＨさんの理解度」「家族  

（母、兄）の思い」に関する情報が不足していることが分かった。 

○ これまで毎月面会に来ていた母は、車での長距離移動が難しくなったため、Ｈさんと 

の面会ができていない。そのためＨさんは、家族に手紙や写真を送ったり電話をかけて 

いた。Ｈさんが母に面会に行く方法を検討する。 

○ 県障害福祉主管課職員からの情報：県内の他の社会福祉法人が、Ｈさんの実家近くに 

日中支援型グループホーム（以下「ＺＸホーム」という。）を新設し、Ｌ施設の利用者の 

ために１室を空けている。 

○ 支援者：Ｈさんはグループホームで生活する力があると見立てているが、入浴の設備 

が心配。Ｈさんの体力からは、新しい体験や距離のある移動は難しいのではないか。過 

去に体調を崩して入院することが多かったので、環境が変わることが心配。 

○ 相談支援専門員：Ｈさんは言葉でコミュニケーションが取れる方ではあるが、現時点 

では理解力は不透明。Ｈさんには、多くの経験が必要。ＺＸホームについても、まずは 

見学し、Ｈさんの様子を見た方がよい。 

 

エ 今後の取組みと役割分担 

① 今後の情報収集について 

（相談支援専門員、サービス管理責任者） 

・ Ｈさんはやりたいことや気持ちを言葉で伝え、自分で決められる方であるとの見立 

 てを共有した。Ｈさんがどのような生活をしたいか、直接意向を確認する。 

・ 家族（母、兄）の思いを探る。 

② Ｈさんと結びつきの深い母親について 

（相談支援専門員、サービス管理責任者） 

・ 家族に、意思決定支援の取組みについて説明する。 

・ 今後、ＨさんにＺＸホームの見学や体験を勧めることの説明。 

・ ＺＸホームが自宅の近所なので、見学等にあわせて母との面会を調整する。 

③ 今後の生活 

（相談支援専門員、サービス管理責任者） 

・ ＨさんにＺＸホームに関する情報を提供する。 
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３ Ｈさん・家族へのヒアリング 

 (1) Ｈさんへのヒアリング 

   Ｈさんが集中できるよう、他の人がいない居室でヒアリングを実施した。Ｈさんに、今後

の生活について伺うとともに、「グループホームという住居があり、買い物も行けること、な

かでもＺＸホームは実家から近く、母とも会いやすいこと」などを言葉で説明した。「一度見

学に行きませんか」と聞くと、Ｈさんは大きく目を見開き、高めのトーンで「行く」と返事

をした。その後も、折に触れ「行く」と言っていた。Ｈさんは、自分で書いた１か月分のカレ

ンダーでスケジュールを管理しており、あまり早く予定を伝えると気持ちがはやり、落ち着

かなくなってしまうため、ＺＸホームの見学の日程だけは先に伝え、詳細は、後日伝えるこ

とにした。  
(2) 家族へのヒアリング 

  ア 兄から 

自宅で過していたときは、「発作が多く、自宅では寝てばかり、また、起きているときは 

よく怒っていた。外出しても大きな声を出すから大変だった。」「今考えると母しか話し相

手がいなかったから、フラストレーションが溜まっていたのではないか」とのことだった。

養護学校高等部での様子は、「自分も家にあまりいなかったから分からない」とのこと。 

 

イ 母から 

電話でＨさんの生活史や幼少期の様子を聞き取った。併せて、母に担当者会議の内容を

説明し、自宅近くのＺＸホームの見学を勧めたところ、母は大変喜び、快諾した。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんが不調になること（怒り出す）が予

想される。早めにスケジュールを伝えた方が

良いのかどうか悩んだ。 

○ Ｈさんの体調の見守りを続けたい。 

〇 Ｈさんはとても家族から愛されており、Ｈ

さんと母の想いを叶えたい。 

○ グループホームの見学に応じてもらえて

安堵した。 

○ グループホームについて、言葉による説明

は必要だが、実際にＺＸホームを見てもらう

ことが、グループホームを知ってもらうには

一番だと考えた。 

 

 

４ グループホーム見学（チーム会議から 1 か月後） 

(1) 見学時のエピソード 

   見学には、相談支援専門員、支援者が同行。Ｈさんには、ＺＸホームに見学に行くことを、

相談支援専門員から何度も伝えていたが、見学当日は「どこへ行くの」「私、ふりかけが欲し

いの」と言っており、買い物に行くと思っていた様子だった。ＺＸホームの居室を見たＨさ

んは、「きれい」「ここ私が使っていいの」と言った。支援者が「どうですか」と尋ねると「気
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に入った」と好意的な感想があった。見学後、ＺＸホームの所長から体験利用について、直

接説明を受けた。グループホームから帰園する車中、Ｈさんは疲れた様子で眠っていたが、

突然目を覚まし「私、あそこに住みたくないの」と言った。支援者が「どこのことですか」と

尋ねると、Ｈさんは怒ったような口調で「今日、行ったところ」と返答した。相談支援専門

員はＨさんに「いろいろなところを見て、ゆっくり考えましょう」と伝えた。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 新しいものを好む性格から、居室を見学

し、部屋を気に入ったのではないか。 

○ 突然目を覚まし、「住みたくない」と発言

した点から、グループホームに住むというこ

とをＨさんが理解するには時間が必要だ。 

○ Ｈさんは見学を通して、少し混乱している

のではないか。日を改めて、Ｈさんの気持ち

を確認したい。 

 

(2) 見学後のエピソード 

ア サービス管理責任者（支援者）とのやり取り 

支援者からＨさんに「昨日行ったグループホームきれいでしたね」と声をかけると、Ｈ

さんは笑顔で「私、あそこに行ってみるよ」と答えた。「気に入ったのですか」と尋ねると、

「うん、きれいだったし」と答えた。母に見学の様子を伝えると、「早く会いたいわ」「頑

張らなくちゃ」と返答があった。 

 

イ 相談支援専門員とのやり取り 

見学後のモニタリング面接で、Ｈさんは自分が欲しい物を次々と話し出すなど、話を最

後まで聞かず、気持ちが先走っている様子もあったが、「お母さん目が見えないの」と涙ぐ

んで話したり、「早く引越したい」「お母さんに会いたい」と思いを語った。「Ｍ施設はどう

ですか」と尋ねると、Ｈさんは「楽しくない」とのこと。母は、「本人には申し訳ないと思

っている。元気で過ごしてほしい。住まいの場は自宅から近いＺＸホームに住めるとよい。

体験を進めてほしい。」との意向を示した。 

 

ウ 施設内での様子 

Ｈさんは同じ寮の利用者に、「私、引っ越すんだよ」と話していた。その利用者から「ど

こに行くの」と聞かれ、「私はＡＢ市に引っ越すの。お母さんの近くで暮らすんだよ。」と

明るい声で話した。支援者にも「あのね、私、引っ越すよ」との話があった。自身のベッド

周辺の荷物を指さしながら、「この荷物持ってくからね」と話した。翌日も、「私はＡＢ市

に引っ越す」と支援者に話していた。支援者から「ＺＸホームでは自分でできることは自

分でするのですよ」と話をすると、首をうなだれていた。日中活動の際には、「男の子しか

いないから嫌」（実際には女性の利用者も利用している）、「料理をさせられるから嫌」など

のマイナスな言葉が聞かれるなど、混乱している様子があった。 
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【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ ＺＸホーム見学の印象を聞く。ＺＸホーム

での体験をどのようにＨさんが感じている

か探る。 

○ Ｈさんは、引越しの気持ちだけが先行し、

気分が高揚していると感じた。 

○ 「私だけがこんなに見学している」と誇ら

しげに振る舞う姿から、他の利用者より優位

に立つために早く体験を進めたいのではな

いかと感じた。 

○ 母には、ＺＸホームでの生活のことや見学

時のＨさんの様子を伝えた。 

○ Ｈさんは、ＺＸホームの体験を楽しみにし

ていると感じた。一方で、あまりＨさんに負

担をかけずに体験を進めていきたい。 

○ Ｈさんに「引っ越す」ということが、具体

的にどういうことなのかをしっかり説明し、

理解してもらう必要性を感じた。 

○ 母とのやり取りを通して、母が「Ｈさんの

近くにいたい」「Ｈさんに会いたい」という

思いがあることを再確認した。 

 

 

 

５ グループホーム体験１回目：６泊７日（見学から１か月後） 

(1) 体験前の状況 

   体験に先立ち、Ｈさんと面会するために、ＺＸホーム所長と日中を過ごすＮ生活介護事業

所（以下「Ｎ事業所」という。）の担当者にＭ施設に来園してもらい、Ｈさんの日頃の様子や

生活環境、支援上での注意点等、ＺＸホームの体験に向けて必要な情報を交換した。Ｈさん

は「この前、会った人だ。これ、宝物なの」と、見学時にもらった名刺とＺＸホームのパンフ

レットを見せ、嬉しそうにしていた。 

Ｈさんは体験の数日前に体調を崩し通院したがほどなく回復。医師から体験を許可された

Ｈさんは、「グループホームに行ける」「ばんざーい」と両手を上げて喜んだ。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み］ 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 環境の変化で体調を崩さないか心配して

いたが、実際に起きてしまった。やはりグル

ープホームの体験や移行は難しいのではな

いか。 

○ 体験直前に体調を崩していたので、このま

ま体験を実施できるか心配だった。 

 

(2) グループホーム体験時のエピソード 

ア 出発前から到着後の様子 

相談支援専門員と支援者が同行。出発前に体験することは伝えていたが、ＺＸホームへ

向かう車中、Ｈさんから「どこ行くの」と質問があった。ＺＸホームでは母と兄が待って

いて、久しぶりの再会に母と兄は喜んでいたが、Ｈさんは「おにぎりが欲しい」など、欲

しい物を次々と母や兄に伝えていた。家族が帰るときは、「じゃーね」と淡々と言っていた。 
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イ 体験中の様子 

日中はＮ事業所に通所し、ひまわりの種の選別、マッサージ、塗り絵、買い物、散歩な

どを行った。また、Ｎ事業所に通所するＨさんの知人と口論になったり、暴言を吐くなど、

落ち着かないこともあったが、慣れてくると「散歩にいきたい」「ひまわりやりたい」「マ

ッサージやりたい」と意欲的に活動を楽しんだ。ＺＸホームでは、Ｈさんからの乱暴な言

葉使いや、支援への拒否があったため、ほぼマンツーマンの支援を要した。 

 

ウ 体験終了時の様子 

帰りの車中、相談支援専門員が感想を聞くと、Ｈさんは「楽しかった」「園のお祭りが 10

月だから 11月にまた泊まりたい」「マッサージをしてもらった」などと話した。「園とグル

ープホームとどちらがいいですか」「ずっとグループホームにいたいですか」などの質問に

は、返答がなかった。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんの希望が叶ってとても喜んでいる

様子であったが、反面、次々と希望がエスカ

レートしていかないか懸念していた。 

○ ＺＸホームからはＨさんの支援が大変だ

ったと聞いていたが、Ｈさんからは、楽しか

った話しか聞かれなかった。このまま２回目

の体験につなげたいと感じた。 

 

(3) 体験後のＨさんのエピソード 

   体験の翌日、支援者に「ＺＸホームにいつ戻れるの」「友達ができた」等の話があった。「先   

方の都合もあるからすぐには返事ができない」と伝えると、Ｈさんは「向こうの職員は優し 

かった。向こうの職員だったらすぐやってくれたのに」などと顔をしかめ、支援者の顔を叩 

いた。しばらくして、Ｈさんは「ごめんなさい」「あっちがいいんだもん」と謝った。数日後、 

Ｈさんは相談支援専門員に「11 月にお泊りしたいの」と話した。「ＺＸホームでずっと住むの 

はどうですか」と質問すると、「あっちに住みたい」と返答があった。相談支援専門員は、11 

月に体験できるかどうかをＺＸホームに確認することを約束した。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんは、「住む」という意味を理解され

ているのか。Ｈさんに聞き取りをする必要性

を感じた。 

○ Ｈさんの「あっちに住みたい」という言葉

が、本当に引っ越すことを意味しているの

か、単に遊びに行くと思っているのかは、確

認していく必要がある。 

○ 家族もＨさんも互いに「会いたい」という

気持ちがあり、ＺＸホームの体験を続けてい

きたい。   
－ 71 －



６ グループホーム体験２回目に向けての調整 

(1) サービス管理責任者（支援者）と相談支援専門員との打合せ 

   支援者と相談支援専門員には、１つのグループホームの体験をしただけで移行と考えてよ 

いのかという心配があり、支援者が以前に住んでいたＬ施設について確認することとした。

当時、生活していた寮の名前を出せば、施設での暮らしを思い出すかもしれないと考え、「○

○ホームはどうか」と尋ねてみたが、Ｈさんは忘れてしまっていた様子だった。しかし、Ｈ

さんは、誰に何の折り紙をプレゼントしたかを、よく覚えていた。 

 

(2) 相談支援専門員によるヒアリング 

ア Ｈさんより 

「11 月に泊まりに行きたいの。あっちの人にまた来てねって言われているの」と話し 

た。ＺＸホームの所長から再度の体験も可能と言われたことを伝えると、とても喜んだ。 

 

イ 母より 

２回目の体験の実施、Ｈさんの入居意向がある場合には入居を進めることを確認。「本人

が希望するなら是非お願いします。私も嬉しい。兄も私と同じ気持ちのはず」と話した。 

 

ウ 兄より 

「本人が希望するなら」と２回目の体験は承諾したが、「入居となると話は別。小規模の

メリットとデメリットがある。職員体制、健康への配慮が心配。グループホームのことも

よく分からない。通所先のことも気になる。入居については保留としたい」と話した。相

談支援専門員は兄に、「慎重に対応させていただきます」と伝えた。 

 

エ ＺＸホームより 

所長から、介護度が高いＨさんを受入れる場合に必要な、職員体制の確保や浴室リフト

の整備などを検討しているとの話があった。 

 

【相談支援専門員の所感】 

○ ＺＸホームの運営者側が、介護度の高いＨさんを受け入れるために、職員体制や浴室リフ

トを、前向きに検討してくれていることに感謝と頼もしさを感じた。 

○ 兄はグループホームについて、障害者支援施設とは違う支援体制や医療面に不安を感じて 

いる様子であったが、兄にもＨさんを中心にしたチームメンバーの一員として、Ｈさんをよ 

り後押ししてもらえるよう進めていきたいと考えた。 
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７ 本クールのまとめ 

(1) 関係者が意識した役割・配慮点等 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんへの話しかけ方、Ｈさんの反応、支

援者の場面解釈等も記録した。Ｈさんは話が

できるので、質問方法を工夫し、Ｈさんの真

意を確認するようにした。 

○ グループホームを体験した後、Ｈさんの心

がどう揺れ動くかがポイントだった。 

○ カレンダーを利用してＨさんにスケジュ

ールを提示した。 

○ Ｈさんは新しい物が好きな方で、ＺＸホー

ムについても一目で気に入った様子だった。 

○ Ｈさんの負担が少なくなるように、ＺＸホ

ームの見学・体験を調整する。 

① 共同生活援助、身体介護の支給にあたっ

てのサービス等利用計画の作成 

 ② ＺＸホームへＨさんの状況について情

報提供（支援者等に依頼） 

○ Ｈさんへの情報提供とＨさんのＺＸホー

ムに対する思いを確認する。また、家族の意

向を確認する。 

○ ＺＸホーム側の受け入れ状況を確認する。 

 

(2) 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 

    意思決定支援は、チームによって担われます。チームが有効に機能していくためには、

本クールでの「チーム会議」のようなチームビルディングの機会が必要です。チームを構

成するメンバーの専門性や各人の背景は多様ですが、情報が共有され、支援の方向性等が

話し合われる中で、チームメンバーの“波長合わせ”が進んでいきます。 

  本クールでは、Ｈさんにとって資すると思われるグループホームに関する情報が寄せら

れ見学や体験に結びついていきます。ガイドラインでは、「サービスの利用の選択について

は、体験利用を活用し経験に基づいて選択ができる方法の活用など経験の有無によっても

影響されることが考えられる」（p.4）と記されています。一般に、障害のある人々は、その

障害ゆえに、日々の暮らしや人生に関わる「選択肢」が少ない状況に置かれがちです。 

  情報提供から見学・体験にダイレクトにつながった本ケースでは、「拙速ではないか」と

いう印象を持つ方もいるかもしれませんが、Ｈさんへの丁寧な説明を踏まえ、タイミング

を逃さず、意思決定支援に必要な見学・体験に結びついたものと言えるでしょう。 

  本クールでは、Ｈさんへの説明・ヒアリングが行われています。ガイドラインには、以

下のような記述があります。 

 

 
意思決定支援を行うにあたっては、意思決定に必要だと考えられる情報を本人が十分理解し、保持

し、比較し、実際の決定に活用できるよう配慮をもって説明し、決定したことの結果起こり得ること

等を含めた情報を可能な限り本人が理解できるよう、意思疎通における合理的配慮を行うことが重要

である。                                    ライン＞ 
 
 

  意思疎通に配慮し、「本人の自己決定にとって必要な情報の説明は、本人が理解できるよ

う工夫して行うこと」（ガイドライン、p.4）は、意思決定支援の大切なステップです。 
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第２クール：グループホーム体験に向けて                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本クールの概要 

○ 第１クールでの支援の進捗状況の共有やここまでの支援の結果から見えてきたＨさんの意

思や望む生活について意見交換した上で、この先のＨさんの支援の方向性を検討するため、

担当者会議を開催した。担当者会議では、Ｈさんは情緒の波が激しく、Ｈさんの本当の気持

ちが分かりにくいこと、兄はＨさんのグループホームへの入居に慎重であること、Ｈさんが

体調を崩した場合の支援体制に不安があること、たった一か所の体験で住まいの場を選択し

てよいのか、そうは言ってもＨさんの家族交流を考えると、良いチャンスなのではないか、

等について話し合われた。 

○ Ｈさんにヒアリングをしたところ、グループホームに引越したい気持ちがあるが、引越し

ても戻ってくる、とも言っていた。相談支援専門員も支援者も、ＨさんはＺＸホームに移り

住むことの意味を十分に理解していないのではないか、ＺＸホームの支援者に頼まれたから

行かないといけないと思っているのではないか、などＨさんの本心が分からず、不安を感じ

た。兄へのヒアリングから、兄は、グループホームでの暮らしにメリットとデメリットを感

じていることが分かった。 

○ ２回目のＺＸホームの体験を実施した。１回目に比べ、Ｈさんは落ち着いていた。 

 

 

２ 担当者会議（１回目） 

(1) 会議の概要（開催時期：前回会議から約２か月半後） 

ア 目的 

① チーム会議で出された必達目標の進捗状況を共有。 

② Ｈさんの様子、反応、言葉等や家族へヒアリングした内容等の共有。 
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③ ここまでの支援結果からＨさんの意思（望む生活）について意見交換。 

④ 今後のＨさんの支援の方向性を検討。 

 

イ 参加者 

相談支援専門員（※チーム責任者）、サービス管理責任者（Ｍ施設）、支援者（Ｍ施設）、 

担当ケースワーカー（援護地）、県障害福祉主管課職員 

 

ウ 検討内容 

① Ｈさんの意向 

・ Ｈさんは、その時々で気持ちが変化するため、異なる場面で色々な人が確認する。 

・ １回のグループホーム体験だけで決めてしまうのではなく、一定期間以上の体験を

複数回繰り返す必要がある。１か所の体験では住まいの場の選択肢としては少ない。 

② 支援上の配慮 

・ てんかん発作や肺炎等、医療面の配慮が必要である。 

・ 車椅子を利用しているＨさんのＡＤＬや障害特性などから、日中支援型のグループ

ホームが候補となる。ただし、現時点では自宅近くには体験先の他に日中支援型グル

ープホームがない。 

③ 家族との関係 

・ 母はＨさんのＺＸホーム入居について賛成しているが、兄は慎重である。 

④ セーフティネット 

・ グループホーム入居後、何らかの理由でグループホームでの生活が難しくなった場

合の対応が必要。 

 

エ 今後の取組みと役割分担 

① １か月程度のＺＸホームの体験に向けた調整を進める。 

（相談支援専門員） 

サービス等利用計画の修正（現行６日の体験利用を増やす）。 

２回目のＺＸホーム体験の調整。 

Ｈさんへの説明。 

② 前回のＺＸホーム体験の様子、意思尊重などについて、家族に説明する。 

（相談支援専門員） 

母と兄への説明。 

（サービス管理責任者・支援者） 

Ｈさんの思いを確認し、個別支援計画にグループホームの体験等について反映させる。 

③ ＨさんがＺＸホームを体験している最中にＺＸホームで担当者会議を開催し、Ｈさん

からヒアリングを行う。 

（相談支援専門員） 

次回の担当者会議に、ＺＸホーム支援者の参加要請と会場の手配を行う。 
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３ Ｈさんへの説明、ヒアリング 

(1) サービス管理責任者（支援者）によるヒアリング 

○ Ｈさんは「ＺＸホームに早く引越したい」と話し、支援者が「引っ越すということは、

ここには帰ってこないということは分かっていますか」と聞くと、Ｈさんは「えー」と言

い、「帰ってきたいよ」「あっちに行ってもここに帰ってくるよ。でも引っ越す」と話す。

また、「ＺＸホームから電話がない」と気にしており、支援者は「いろいろ準備をしている

のでしょう。もう少し待ってみましょう。」と答えた。 

○ 支援者が体験したＺＸホーム以外の見学希望を聞くと、Ｈさんは「見に行きたい」と返

答した。そこは母と兄の近くにはないと伝えると、Ｈさんは下を向いて「お母さんたちの

近くがいい」と答えた。なぜ母や兄の近くで暮らしたいかを尋ねると、「お兄ちゃんからお

金をもらわなきゃいけないから」と答えたので、必要なお金は預かっていることを伝えた

が、「お兄ちゃんからもらうんだもん」と話した。 

 

(2) 相談支援専門員によるヒアリング 

○ Ｈさんは「11 月じゃなくて 10 月の施設のお祭りが終わったらＺＸホームに行く」と繰

り返した。どの位泊まりたいか聞くと「長く」と答えた。「ずっとＺＸホームにいるのか」

と尋ねると、「Ｌ施設に戻る」と答え、「お母さんに会いたいの」と話した。 

○ 次の体験が 12 月となることを伝えると、Ｈさんは「えー」と不満そうに声を上げた。Ｈ

さんは「日にちを紙に書いて」と言った。日程を書きながら、「ＺＸホームの人になるのと、

Ｍ施設にいるのとどちらがよいですか」と聞くと、Ｈさんは「ＺＸホーム。ＺＸホームの

人にまた来てと頼まれているの」と話した。再度、「ずっとＺＸホームに住みますか」と聞

くと、「施設にいたいの」「来てねって言われているの」との返答があり、ＺＸホーム入居

を悩む様子があった。Ｈさんには「今、決めなくてもよいけれど、よく考えてほしい」と

声をかけた。 

○ 体験の日が近づくにつれ、普段気にしないようなことに声を荒げ、怒鳴り散らし、罵声

を飛ばすことがあった。また、「私は、ＺＸホームに行くんだからね」と他の利用者に自慢

するような様子もあった。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんの気持ちを聞くと、ＺＸホームへの

引越しを希望する発言が多い。なぜ早くＺ

Ｘホームへ行きたいのだろうか。 

○ 引越しはしたい気持ちがあるが、園に心残

りがあるようだ。引越しても園に戻ってく

るとの発言がある。ＺＸホームに移り住む

ことの意味を理解できているのか。 

○ 本当にＨさんがＺＸホームに行きたいの

か、頼まれたから行かないといけないと思っ

ているのか本心を探りたい。 

○ Ｈさんにとって、ＺＸホームへの引越し

は、楽しみなことでもあるが、不安や緊張も

あって、様々な思いが行動に現れている。揺

れ動き、迷っている様子がある。 

 

－ 76 －



４ 家族への説明、ヒアリング 

(1) サービス管理責任者（支援者）のヒアリング 

○ 母には、ＺＸホーム体験の見通しを伝えた。兄にもＺＸホーム体験時の様子を伝え、今

の気持ちを聞いた。兄は、「自宅から近くすぐにＨさんの顔を見られることや、日中活動先

に近いことは良い」と語るが、グループホームにおける医療体制への不安や、「Ｈさん自身

はＭ施設に戻れると思っているのだろう」などと語った。 

 

(2) 相談支援専門員のヒアリング 

○ 12 月に２回目の体験を実施することについて、母から快諾を得た。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 家族は、医療体制の不安を取り除ければ、

ＺＸホーム入居を賛成するのか。 

○ 母の喜ぶ声を聞き、ＺＸホーム体験がうま

くいくと良いと思った。同時に兄の心配が

払拭できるか不安を感じた。 

 

 

５ グループホーム体験２回目：５泊６日（見学から４か月後） 

(1) グループホーム体験時のエピソード 

   県の補助金を活用しＺＸホームの浴室にリフターを設置したことで入浴できた。ＺＸホー

ムにも慣れてきたようで、前回よりも穏やかに生活ができていた。しかし、暴言や拒否的な

行動も見られ、対応に苦慮した。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ １回目の体験時よりも入浴や生活全般が

スムーズになったと聞き、安心した。 

○ 暴言、拒否的な行動や身体状況を含め、Ｚ

Ｘホームの支援者との引継ぎが必要だと感

じた。 

 

○ ＺＸホーム体験中の暴言や拒否的な行動

に対して、ＺＸホーム担当者から対応を前向

きに検討する旨の話があり心強く思った。 

○ Ｈさん自身からは楽しい話ばかり聞かれ、

体験を進めていきたいと思った。 

○ 家族に理解をしてもらえるか不安。 
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６ 本クールのまとめ 

(1) 関係者が意識した役割・配慮点等 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんは言葉を多く知っている方だが、言

葉とＨさんの気持ちが一致しているのかど

うかに配慮した。 

 

○ Ｈさんの意向の確認において、Ｈさんの発

する言葉を、言葉どおり受け取ってよいかを

探っていく必要を感じた。 

○ ＺＸホームの体験を調整する。また、サー

ビス等利用計画を変更する。 

○ ＺＸホーム体験中のＨさんの様子を確認

する。 

○ ＺＸホームの受け入れ状況を確認する。 

○ 家族の意向を確認する。 

 

(2) 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 

本クールでは、前クールで行われたグループホームの見学・体験の結果をもとに、さら 

に体験を続けていくこととなりました。ガイドラインでは、意思決定支援が必要な場面の 

一つとして、「社会生活の場面」について次のように説明しています。 
 
 

障害者総合支援法の基本理念には、全ての障害者がどこで誰と生活するかについての選択の機会が

確保され、地域社会において他の人々と共生することを妨げられない旨が定められていることに鑑み

ると、自宅からグループホームや入所施設等に住まいの場を移す場面や、入所施設から地域移行して

グループホームに住まいを替えたり、グループホームの生活から一人暮らしを選ぶ場面等が、意思決

定支援の重要な場面として考えられる。                   ＜ガイドライン＞ 
 
 

住まいの場の選択という大きな意思決定を行う際には、慎重な判断が求められます。本 

クールでも、Ｈさんが体験を積み重ねる中で、どのような暮らしを望むのかを自ら決定で 

きるよう配慮しています。その背景には、Ｈさんのグループホームに対する前向きな発言 

と、体験時の暴言や拒否的な行動という、相反する状況が挙げられます。 

利用者の前向きな発言や態度等に接すると支援者は喜びを感じますが、他方で、表出さ 

れた本人の思いが、本当に真意なのか迷いが生ずることもあります。Ｈさんは明確な意思 

表示をする方ですが、発せられる言葉と気持ちは合致しているのか、相談支援専門員やサ 

ービス管理責任者は慎重に見極めることとしています。 

ガイドラインには、「日常生活における場面で意思決定支援を継続的に行うことにより、 

意思が尊重された生活体験を積み重ねることになり、本人が自らの意思を他者に伝えよう 

とする意欲を育てることにつながる。」(p.3)と説明されています。グループホームへの前 

向きな関心を抱くＨさんにとって、自らの思いが肯定され、継続的な体験の機会を通じて 

本人のエンパワメントにつながっていくこととなるでしょう。 
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第３クール：グループホームへの本入居に向けた取組み              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本クールの概要 

○ 支援の進捗状況、ＺＸホーム体験と今後の生活についてＨさんの意思確認結果等を共有・

意見交換し、今後のＨさんの支援の方向性を検討するため、２回目の担当者会議を開催。会

議は、Ｈさんと家族からも話を伺うため、２回目のＺＸホーム体験中に体験先で開催。会議

の場で、ＨさんからＺＸホームへの入居意思を確認した。ＺＸホーム入居に慎重であった家

族の理解を得ることもできた。他方で、２回の体験で方向性を決定して良いのか、という不

安があったため、さらに体験を継続し、Ｈさんの意向を確認していくこととした。 

○ ２回目の体験以降、支援者や日中活動の支援者等から、ＺＸホームへの引越しについて迷

っているＨさんの様子について報告があった。ＺＸホームへの入居が具体化したことで、Ｈ

さんの不安な気持ちが、一層強くなってきていた。 

○ ３回目の体験では、「楽しかった」とか、「また泊まりたい」という気持ちが聞かれる反面、

ＺＸホームにずっと住むかどうかの質問に対しては、Ｈさんから返答がなかったり、今まで

一緒に暮らしてきた仲間と離れたくない等、寂しさを口にするなど、転居の意味をＨさんが

理解し始めていた。 

○ ４回目の体験で、ＨさんのＺＸホームへの入居の意思はさらに強くなった。他方、「引越し

たらＭ施設の人ではなくＺＸホームの人になる」ことをＨさんに話すと、何も答えなかった

り、知らぬ素振りをしたり、寂しさを口にしたりと、Ｈさんの心の中で新しい生活への葛藤

があることが窺えた。 

○ ５回目の体験から、本入居につながることとなった。寮のお別れ会では、Ｈさんは涙を流

しながら「頑張ってきます」と皆に挨拶し、新たな生活への決心をした。 
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２ 担当者会議（２回目） 

(1) 会議の概要（開催時期：前回会議から約２か月半後、ＺＸホーム体験中） 

ア 目的 

① １回目の担当者会議後の必達目標の進捗状況を共有する。 

② ＺＸホームの体験の感想と今後の生活について、Ｈさんから直接意思を確認する。 

③ ここまでの支援結果からＨさんの意思（望む生活）について意見交換。 

④ 今後のＨさんの支援の方向性の検討。   

 

イ 参加者 

Ｈさん、母、兄、相談支援専門員（※チーム責任者）、サービス管理責任者（Ｍ施設）、 

支援者（Ｍ施設）、担当ケースワーカー（援護地）、ＺＸホームの所長（サービス管理責任

者）、Ｎ事業所の施設長、県障害福祉主管課職員 

 

ウ 検討内容 

○ Ｈさんの意向について ※次頁の逐語記録のとおり 

○ ＺＸホームでの生活について 

・ ＺＸホーム所長から、次の体験はもう少し長期にし、その延長でＺＸホームへ移行 

してはどうかと提案があった。 

・ 兄も柔軟に考え、段階を踏んでいくことを望まれた。一番の心配は、ＺＸホームで 

の診療体制、医療体制。 

・ Ｎ事業所の施設長から、訪問診療や通院介助等の対応が可能であること、地域の様々 

な診療所から選択でき、通所先での看護師配置について説明があった。 

 

エ 今後の取組みと役割分担 

① Ｈさんの思いを確認する。 

（相談支援専門員・サービス管理責任者） 

Ｈさんに寄り添いつつ、思いを繰り返し確認する。 

② ＺＸホームの体験の調整。 

（相談支援専門員） 

次回の体験に向けたサービスの調整。 

（サービス管理責任者） 

次回の体験に向けた日程調整とＨさんの支援の引継ぎ準備。 

③ ＺＸホームにＨさんを受け入れるに際して、医療体制を整備する。 

（相談支援専門員） 

体験先のＺＸホームとの調整。次回は、長期の体験中に体験先で検討会議（最終的な

Ｈさんの意思を確認する）の開催を調整。 

（サービス管理責任者） 

ＺＸホームへの移行に向けた支援を個別支援計画に盛り込む。 
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■ 逐語記録：Ｈさんの思い・家族の思い 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

 

Ｈさん    ： 

生活介護施設長： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

母      ： 

相談支援専門員： 

兄      ： 

Ｈさん    ： 

兄      ： 

相談支援専門員： 

 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

 

Ｈさん   ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

「グループホームの生活を楽しんでいますか」 

「楽しんでいるよ」 

「グループホームでお兄さんとお母さんに会えたのは今回が初めてです

か」 

「初めて」 

「塗り絵とひまわりの種の選別や、刺繍の下絵を描いているね」 

「ひまわりやりたい」 

「今、楽しいですか」 

「楽しい」 

「ここに住みたいですか」 

「うん」 

「ずっとずっと住みたいですか」 

「うん。住みたい」 

「施設で聞いたときは、悩んでいる様子もあったけど、どうかな」 

「住みたい。うん」 

「寂しくなったりしませんか」 

「うん。眼医者、２月15日に予約をしていた」 

「ご家族としてはどのようにお考えですか」 

「本人がここいたいとしっかり言っているので、いいと思う」 

「お兄さんはどうですか」 

「施設に戻らないことでいいの、本当にいいの」 

「いいよ」 

「私も、本人の意思がすべてだと思う」 

「施設に戻れなくなるという話をしたときは、嫌と言っていましたが

…」 

「（兄に対して）靴下買って」 

「寂しくなったら施設に遊びにくるのはどうかな」 

「アイ、ドント、ノー」 

「どういう意味ですか。ここに居たいということでよいのでしょうか」 

「イエス」 

「ずっとここで生活するということですか」 

「はい」 

「次は、お医者さんを見つけてから、長い期間のお泊りをしましょう

か」 

「嫌だ。あと１日泊まりたいの」 

「今日は帰りませんよ。何回か泊まりに来てから、ここでの生活が始ま

ることでよいですか」 

「しゅん…」 

「次のお泊りは何月がいいですか」 

「考えておく。考えておいて。次は１月５日に泊まりたい」 
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【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 楽しい体験が続いたことで、ＨさんはＺＸ

ホームに住みたいと思っているのかもしれ

ない。 

○ たくさんの人に囲まれた会議で、Ｈさんは

少し照れている。落ち着いた環境で、再度、

Ｈさんの気持ちを確認したい。 

○ ＨさんのＺＸホーム入居意思を確認し、心

配していた家族の理解も得られ安心した。 

○ ２回のＺＸホームの体験のみで方向性を

決めて良いか不安。４月のＺＸホーム本入居

の可能性を探るため、さらに体験を行い、Ｈ

さんの意向を確認したい。 

 

 

３ Ｈさんへの説明、ヒアリング 

 【ヒアリング】 

○ 支援者が、居室のＨさんに「少し話をしても良いですか」と訪問。「今いるここはなんと

いう名前の所か分かりますか。この前、泊まりにいった所はどこですか」と尋ねると、Ｈ

さんは「分かんない」とつぶやく。「ここは施設で、グループホームはＺＸいう所です」と

伝え、「この前泊まったところに住むことを、家族が賛成してくれましたね」と話すと、Ｈ

さんは目を丸くして「えー」と答えた。「ＺＸホームに住むと、今一緒にいる仲間にさよな

らを言うことになりますが大丈夫ですか」と尋ねると、しばらく考えながら小さな声で「う

ん」と答えた。「うん」と言った直後「ねぇ、これやって」と全く違う話をし始めた。また、

日中活動の支援者から「ＺＸホームに引越しますか」と質問すると、Ｈさんは「引っ越さ

ない。分からない。」と迷っているような答えをしていた。 

○ ３回目の体験が近づく中、支援者はＨさんにＭ施設の場所とグループホームの場所につ

いて質問した。 

 

■ 逐語記録：Ｈさんの場所に関する認識 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

支援者   ： 

Ｈさん   ： 

「今いるこの場所はなんでしたか」 

「Ｍ施設」 

「それではグループホームの場所は」 

「ＺＸ」 

「Ｍ施設とＺＸホームのどちらで暮らしたいですか」 

「ＺＸホーム」 

「なぜＺＸホームなのですか」 

「一人だから。」 

「お部屋は一人の部屋が良いのですか」 

「うん。」 

「次の体験の時、どのようなお仕事がしたいですか」 

「うーん。ひまわり」 

「ひまわりは時期ではないので、違う作業かもしれませんね。」 

「どうかな。」 
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【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｍ施設とＺＸホームの区別はついている。 

○ ＨさんがＭ施設とＺＸホームのどちらに

住みたいのか、その理由とともにＨさんの意

思を確認する。 

○ ＺＸホーム入居が体験を踏まえて具体化

したことで、Ｈさんの不安が強くなってき

た。 

○ Ｈさんが決断できるように、より一層Ｈさ

んに寄り添っていく必要がある。 

 

 

４ グループホーム体験３回目：６泊７日（見学から５か月後） 

(1) グループホーム体験中のエピソード 

   Ｈさんの希望で、１日おきに入浴した。夜間は熟睡できず３時間程の睡眠であった。また 

１時間おきにトイレの訴えがあった。昼間は居眠りすることがあった。日中は買い物などし

て楽しく過ごしたが、支援者との関りが多かった。ＺＸホームの利用者は、他者との交流よ

りも個々の趣味を楽しむ方が多く、他の利用者との関りは少なかった。テレビを見ながら大

きな声を出しているＨさんが、他の利用者に注意される場面があった。 

通所先のＮ事業所では、関係がよくない利用者とのトラブルがあり、Ｈさんが「行きたく

ない」と言うことがあった。通所先では、塗り絵、折り紙等をして過ごしていた。もちつき

にも参加し、その時の写真を大切に持っている。 

 

(2) 体験後のＨさんのエピソード 

   相談支援専門員が感想を聞くと、「楽しい」「また泊まりたい」と答えた。母と兄が面会に 

来たことも話した。翌月にも泊まれることに、Ｈさんは「やったー」と喜んでいた。 

再度、体験の感想を聞くと「楽しかった」と答えた。「何が１番楽しかったですか」と聞く

と、「全部」と答えた。「４月からはずっとＺＸホームでよいですか」と、何度も確認してみ

たが反応は返ってこなかった。 

体験から戻ったＨさんは、寮の支援者に「楽しかった」「また行きたい」などと感想を話し

た。反面、就床までの間「テレビが見たい」「ここの友達と離れたくない」「どうしたらいい

の」など気持ちが揺れている様子があった。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 楽しいことだけでなく、トラブルもあ

ったことで、Ｈさんの心が揺れているの

かもしれない。 

○ ＺＸホーム入居にＨさんが返事をしないの

は、ＺＸホームに入居したらＭ施設に戻れない

ことを理解し、寂しい気持ちを抱いていると感

じた。 

○ Ｈさんの選択を見届けたい。 
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５ グループホーム体験４回目：７泊８日（見学から６か月後） 

(1) 体験中のエピソード 

   体験中、あまり眠れない日もあった。買い物は支援者と相談し、土日に行くことにした。 

通所先では、折り紙、マッサージの他に刺繍を行い、Ｎ事業所からＺＸホームへ戻ってから

も、「刺繍をした」と嬉しそうに支援者に話していた。 

 

 (2) 体験後のエピソード  

   支援者の「ＨさんはＺＸホームの人になったら何をしたいですか」の問いかけに、「買い物 

したい」と答えた。「みんなに引越しすることを言わないといけませんね」と話すと、「分か

った」と答えた。相談支援専門員の「引越したらＭ施設の人ではなく、ＺＸホームの人です

ね」などの言葉に、Ｈさんは何も答えなかったり、「えー」と知らなかったような反応や、寂

しさを口にする場面もあった。「次の体験をしたらそのままＺＸホームへ入居することでよい

ですか」と確認すると、「分かった」と答え、「来月の会議で気持ちを聞かせてほしい」と伝

えた。 

寮でのＨさんのお別れ会では仲間から感謝状をもらい、「ＺＸホームで頑張ります」と語っ

た。「Ｈさんありがとう」と書かれたケーキを囲み、他の利用者や支援者と写真を撮った。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｈさんは、自分が主役ということを楽しん

でいる様子であるが、ＺＸホームに移行する

ことの理解については不安も残る。 

○ ＺＸホームと連携する必要がある。 

○ グループホームの理解に不安を感じてい

たが、体験４回目頃からＨさんが寂しさを口

にするなど、グループホームに住む意味を理

解した。 

○ Ｈさんの選択を見届けようと考えた。 

 

 

６ グループホーム体験５回目：18泊 19 日（見学から７か月後） 

(1) 体験前のエピソード 

   出発前、寮の仲間に声をかけられ、Ｈさんは涙を流し「頑張ってきます」と挨拶をした。 

支援者にも見送られ、握手を交わし車に乗り込んだ。ＺＸホーム到着後、居室で支援者と一

緒に荷物を整理し、「お寿司を食べに行こう」などと話した。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 一定期間ＺＸホームで暮らし、実感が湧い

たところでＨさんの声を聞きたい。 

○ ＺＸホームと連携しＨさんの様子をみる。 

○ 寮でのお別れ会や出発前のＨさんの様子

から、寂しい気持ちもあるが、新たな生活へ

の決心をしたと感じた。 
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(2) 本入居前のグループホームでのエピソード 

  ○ Ｈさんは元気に過ごしている。体験中はお客様意識があったが、「ＺＸホームで使用する 

連絡帳入れが欲しい」「この時間に使用するコップが欲しい」と希望を伝えるなど、ずっと

グループホームで生活する気持ちになってきたのではないか。(相談支援専門員より) 

  ○ 体験終了数日前、支援者が面会した。Ｈさんの居室へ行き、支援者が「お手紙ありがと 

う」と伝えると、Ｈさんは「もう届いたの。○○さん元気」と次々に名前が出てきた。「み 

んな元気ですよ。利用者の皆さんには職員がついているので、心配しなくても大丈夫です 

よ」と伝えた。（支援者より） 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 少しずつＺＸホームの生活に慣れてきた。 

○ ＺＸホームと連携をとっていきたい。 

〇 寂しい気持ちを抱きつつ、頑張るＨさんの

姿からたくましさを感じた。これは、Ｈさん

が本来持っていた力であろう。 

 

 

７ 本クールのまとめ 

(1) 関係者が意識した役割・配慮点等 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ ＺＸホーム体験中、担当者と連絡を取り合

った。 

○ 母、兄、Ｈさんも、自宅から近い環境を望

んでいたことが大きなポイントだった。 

○ グループホーム体験だけではなく、日常の

生活場面で充実した生活が送れるよう、余暇

の充実も図った。 

○ Ｈさんの意向を継続的に確認。 

○ 担当者会議で支援の方向性を確認。 

○ 家族の理解を得る。 

○ ＺＸホーム体験中のＨさんの様子を確認

する。 

○ ＺＸホーム移行へ向け準備すべきことの

整理。 

○ 継続的なＺＸホーム体験の調整。 

○ 施設とグＺＸホームの情報共有を図る。 
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(2) 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本クールでは、グループホームでの体験を複数回繰り返す中で、Ｈさん自身が、新たな生

活へ期待と不安に揺らぎを覚えていく様子が窺えます。こうしたＨさんの揺らぎは、Ｈさん

のグループホームへの認識の変化によってもたらされたものと思われます。当初、Ｈさんは

グループホーム見学や体験をイベント的に理解していたのかもしれません。イベントとして

の楽しみと、施設からグループホームに転居をすることは大きな違いであり、グループホー

ム体験を通じて、自らの住まいの場としての実感が徐々に醸成されてくる中で、迷い・揺ら

ぎが表出されていると言えます。 

ガイドラインには、「意思決定支援に関わる職員が、本人の意思を尊重しようとする態度で

接しているかどうかや、本人との信頼関係ができているかどうかが影響することが考えられ

る。」（p.4）とありますが、Ｈさんにとって、自らの希望にも苦悩にも耳を傾け、揺らぎを受

け止めてくれる相談支援専門員やサービス管理責任者、施設の支援者の存在は大きな安心に

つながったのではないでしょうか。 

また、会議の場での「本人の意思がすべてだと思う」という家族の声も、Ｈさんの背中を

押したと考えられます。 

さらに、ガイドラインには「本人が安心して自信を持ち自由に意思表示できるよう支援す

ることが必要」（p.4）との一節がありますが、Ｈさんに寄り添う人的環境が、いかに重要で

あったかを窺い知ることができます。 

利用者の揺らぎに寄り添い続けることは、支援者にとっても苦しい時間ではないでしょう

か。支援者は、「本人への支援は、自己決定の尊重に基づき行うことが原則である」（ガイド

ライン p.4）ことは理解しているはずですが、本人への指示や誘導等の“誘惑”に打ち克ち

利用者とともに歩むことを選ぶとき、真の意思決定支援が実現することでしょう。 
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第４クール：グループホーム入居後の新たな生活の支援              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本クールの概要 

○ ５回目のＺＸホームの体験中、Ｈさんと家族、関係者に意思決定支援専門アドバイザーを

交え、Ｈさんの今後の生活を皆で応援する目的で、検討会議を開催した。 

○ Ｈさんから「ＺＸホームは楽しい」「頑張れる」との決意表明があった。また、兄は、丁寧

に何回も体験を重ねて、Ｈさんが気持ちを整理できて安心したこと、母も含めてＨさんに会

いやすくなったこと等への感謝を述べた。 

○ 意思決定支援専門アドバイザーからは、グループホームでの新たな暮らしをどのように作

っていくかが大事だということ、相談支援専門員を中心にした新たな支援チームの構築が求

められると助言があった。 

○ ４月に入り、ＨさんはＺＸホームに本入居した。ＺＸホームでは、これまで入所施設では

実現できなかったことに取り組んだり、家族交流もできるようになった。ＺＸホームに入居

して２か月半ごろから、Ｈさんが落ち着かなくなってきた。そのため、相談支援専門員が新

たな支援チームを集めて、Ｈさんの支援を再構築するために、ケア会議を開催した。 

○ 生活環境が変わったことで、Ｈさんの新しい苦手が見えてきたので、新たな支援チームで

Ｈさんの支援のアイデアを出し合い、今後の支援に活かしていくことになった。 

 

 

 

２ 意思決定支援検討会議 

(1)  会議の概要 

（開催時期：チーム会議から約８か月後。５回目のＺＸホーム体験期間の２日目。） 
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  ア 目的 

Ｈさんの意思の最終確認と今後の生活の応援について。  

 

  イ 参加者 

Ｈさん、母、兄、相談支援専門員（※チーム責任者）、ＺＸホームの所長、Ｎ事業所の施 

設長、サービス管理責任者（Ｍ施設）、支援者（Ｍ施設）、担当ケースワーカー（援護地）、 

県障害福祉主管課職員、意思決定支援専門アドバイザー、 

 

  ウ 検討内容 

① Ｈさんの思い 

・ 逐語記録のとおり。 

② 家族の思い 

・ 兄は、「今日まで、何回も体験を慎重の上にも慎重を重ねて進めて頂いた。本人も気

持ちを整理できたようで安心している。家からも近く、本人のところに訪問しやすく

もなった。これからもよろしくお願いします。」と述べた。 

③ 今後の住まいの場の方向性について 

・ 相談支援専門員は、今後もＨさんの面会を継続すること、ＨさんもＭ施設に遊びに 

行くなど交流を継続し、今後も情報を共有することを確認した。 

・ 今後も定期的に意思決定支援に係る会議の開催を確認し、家族にも了承を得た。 

・ Ｈさんは「頑張る」と語り、ＺＸホーム入居への強い意思・決意を示した。 

 

  エ 検討会議の結論 

○ このままＺＸホームの体験を続け、４月１日に本入居する。 

○ 体験期間中に新設される予定の新しいＯ生活介護事業所（以下「Ｏ事業所」とする。） 

を見学する。 

 

■ 逐語記録：Ｈさんの思い 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

相談支援専門員： 

Ｈさん    ： 

「ＺＸホームはいかがですか」 

「楽しい。お別れパーティーでケーキを食べた。友達にいろいろもらい

握手した」 

「ＺＸホームで頑張れそうですか」 

「頑張れる」 

「グループホームでどんなことをしたいですか」 

「日中活動の職員と別れるのが辛い」 

「別れるのは辛いですね」 

「ＺＸホームでは頑張れる」 
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【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 心配な面もあったが会議と体験を重ね、Ｈ

さんの気持ちに寄り添えたことで、Ｈさんと

家族の希望を叶えることができたことを嬉

しく思う。こうした経験は支援者としても嬉

しい。次の力になる。 

○ 新たな生活を選択されたＨさんには、好き

なことを一緒に楽しめる新たな人間関係を

構築してもらいたい。 

○ Ｍ施設の仲間との交流が長く続くと良い

と感じた。 

 

 

３ グループホームへの本入居 

(1) 本入居後のエピソード 

○ 入居当初、Ｈさんは「寂しい」と涙ぐみ、毎日、Ｍ施設に手紙を書いていた。徐々に「ず

っとこっちにいるんだよね。」とＺＸホームの支援者に話すようになった。 

○ 体験時にはＺＸホームの仲間を気にする様子はなかったが、「次は誰がお風呂に入るの」

「メガネの人の名前は」等、他の利用者を意識するようになった。 

○ 訪問看護、訪問リハビリを開始。日中の通所先は２か所に増えた。「刺繍の仕事はどっち」

と混乱する様子もあったが、紙に書いて説明することで理解していった。現在は、コーヒ

ー豆の袋詰め、刺繍、受注作業等を頑張っている。 

○ 休日は、ＺＸホームの支援者と近くのお店で買い物を楽しんでいる。移動支援事業所の

ヘルパーとの外出は調整中である。 

○ Ｍ施設の送別会でもらった花が枯れたので、その後、月に１回「お花の日」と銘打ち、

ＺＸホーム支援者と花を買いに行っている。Ｈさんは、花壇の花にも興味を示すようにな

り、支援者と一緒に花の水やりをするようになった。 

○ 自宅から近くなったため、毎月、家族と面会するなど交流を楽しんでいる。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 医療的なケアの充実が必要。 

○ 引き続きＺＸホームと連携をとる。 

 

○ ＺＸホーム支援者から花のエピソードを

聞き、施設では体験できないことが地域での

生活では実現できることを実感した。 

○ Ｈさんも家族も望んでいた家族との交流

ができていることがとても嬉しい。 
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４ ケア会議 

(1) 会議の概要（開催時期：チーム会議から１年１か月後。ＨさんがＺＸホームへ移行してか

ら２か月後。） 

 

ア ケア会議の目的 

① 新たな環境、Ｈさんが落ち着かなくなってきたため、支援を再構築する。 

② 新たなチームでの情報共有を図る。 

 

イ 参加者 

Ｍ施設の支援者、ＺＸホームの所長、Ｎ事業所のサービス管理責任者、Ｏ事業所の支援

者及び理事長、訪問看護ステーションの看護師、移動支援事業所の担当者、相談支援専門

員、県障害福祉主管課職員 

 

ウ 開催経緯 

体験中に比べれば、ＺＸホームでイライラすることは減った。４月から利用している新 

設のＯ事業所の利用者が増え、新しい人間関係に馴染めないためか、Ｈさんは怒ることが 

多くなり、疲れが顕著に見られるようになった。そこで、相談支援専門員は関係者に声を 

かけ、ケア会議を開催することとした。 

 

エ 検討内容 

○ Ｍ施設の支援者に参加してもらい、これまで、どのように関係性をつくってきたか等

について意見交換をした。Ｈさんは、先の見通しが見えないと不安を感じることや、新

しい人間関係に慣れるまでには時間がかかることなどを共有した。また、Ｈさんのスト

レングスに着目した前向きな意見が交わされた。 

○ これまでの会議では出てこなかったＨさんの苦手な事柄である、「見通しが持てない不

安」「やりたいこと（作業）ができない苛立ち」「環境の変化への弱さ」「新しい人間関係

をつくることの苦手さ」等が改めて見えてきた。 

〇 Ｈさんの個性に施設の支援者がすぐに気づき、支援のアイデアを出し合った。 

〇 新しい事業所の支援者に対する試し行動についても、留意が必要ではないか。 
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５ 本クールのまとめ 

(1) 関係者が意識した役割・配慮点等 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 家族に安心感を持ってもらうため、丁寧に

グループホームに関する情報を提供した。 

○ Ｈさんは体調面に配慮が必要なため、障害

者支援施設とグループホームで同じような

支援ができるように、ＺＸホームの担当者に

支援上の注意点等を伝えた。 

○ ＺＸホームの担当者と文書上の引継ぎだ

けではなく、ＺＸホームの体験を通じて、細

かい部分までやり取りした。 

○ 実家に近いこと、買い物ができる場所とい

うＨさんの望む生活と合致したのが、本入居

先のＺＸホームであった。 

○ Ｈさんの意向の確認をする。また、Ｈさん

の揺れる気持ちに寄り添う。 

○ ＺＸホーム体験中のＨさんの様子を確認

する。 

○ 見学等を踏まえ、新生活に向けたサービス

の利用調整を進める。 

○ ＨさんがＺＸホームへ移行した後のバッ

クアップ体制を整える。また、バックアップ

方策の一つとしてケア会議を開催する。 

○ Ｈさんが安心して新生活を送れるよう、Ｍ

施設とＺＸホーム、他機関との情報共有を図

る。また、新しい支援チームを構築する。 

 

(2) 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 
本クールでは、Ｈさんがグループホーム体験を通して自らの住まいの場をグループホー 

ムと定め、新たな一歩を踏み出していく局面です。Ｈさん、家族、関係者が一堂に集結す 

る「検討会議」が開催され、Ｈさんがグループホームで「頑張る」と語り、グループホー 

ム入居への強い意志・決意が示されました。Ｈさんは、関係者等による意思決定支援を受 

けていましたが、最終的には、Ｈさんの自らの力で意思決定をされました。Ｈさんの人生 

は、Ｈさん自身の意思によって物語が紡がれていくものであり、本人以外の者は、意思決 

定の“支援”役に徹することが重要です。 

障害者支援施設からグループホームへの転居に伴う大きな生活の変化は、本人に何らか 

の影響を及ぼす可能性が予期されます。変化の影響を最小限に食い止め、ソフトランディ 

ングするために、障害者支援施設と移行先の支援関係者（グループホーム、生活介護、訪 

問看護、訪問リハビリ、訪問診療、移動支援等）との積極的な連携が必要となります。本 

クールでは、Ｈさんへの支援の継続性を担保するための関係者間の連携が、書面のみなら 

ず対面の場を設けるなど、丁寧に実施されています。 

ＺＸホームへの本入居後、Ｈさんは落ち着きをなくすなどの状況が見られたため、障害 

者支援施設の支援者と移行先の支援者により「ケア会議」が開かれ、支援の新たな方向性 

を議論しています。支援のアップデートは、旧居である障害者支援施設からの情報提供と 

バックアップがあってのものであり、移行先の関係者にとっての安心にもつながっていま 

す。 
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第５クール：現在のくらし                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本クールの概要 

○ ＨさんがＺＸホームへ移行してから４か月後、新しい支援チームとして情報交換と情報共

有を図り、その後の生活について、Ｈさんから直接話を聞くため、担当者会議を開催した。 

○ ＺＸホーム移行後の安定した生活を目指すため、具体的には、日々の関係機関の情報共有

として、共通のアセスメントシートを活用すること、月間の予定表を活用すること、そして、

スムーズな外出への事前準備を行うこととした。 

○ Ｈさんが地域生活移行をしたことは、施設で一緒に生活をしていた他の利用者にも影響を

与えた。Ｈさんに会いたいという利用者が、ＺＸホームで暮らすＨさんを訪ねてきた。 

○ 新しい生活や人間関係に慣れ、楽しみの幅が広がってきている。イライラすることも減り、

やって欲しいことも言えるようになった。大好きな家族にも会えるようになり、毎月の面会

が楽しみになっている。 

 

 

２ 担当者会議（３回目） 

(1) 会議の概要（開催時期：チーム会議から１年１か月後。ＨさんがＺＸホームへ移行してか

ら４か月後。） 

 

ア 目的 

① 移行後のＨさんの様子も含めてＨさんに直接話を聞く。 

② 新たなチームメンバーによる情報交換と共有をする。 

③ 今後のＨさんの支援の方向性を検討する。 
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イ 参加者 

Ｈさん、ＺＸホームの所長、Ｎ事業所の担当支援者、Ｏ事業所の管理者及び運営法人の

理事長、移動支援事業所の担当職員、ケースワーカー（援護地）、相談支援専門員、県障害

福祉主管課職員  

 

ウ 検討内容 

○ Ｈさんの言葉：「お祭りに行って楽しかった。焼きそば食べた。」「○○さんと仲良し。

コーヒーを作っている。」「Ｏ事業所でも頑張っている。眠らないでちゃんと仕事してい

る。」「仕事は大変じゃない。お給料もらえた。困っていることはない。」「○○君に勲章

作ってと言われた。」「休みの日はＤＶＤを見たり、買い物に行っている。」 

○ 相談支援専門員から、これからやっていきたいことを質問した。 

 

エ 今後の取組み 

安定した生活を目指し、当面、次のことを行う。 

① 共通のアセスメントシートを活用して関係機関と情報共有をする。 

② 連絡帳に挟んで使用する月間の予定表を活用する。また、スムーズな外出への事前 

準備として、Ｈさんが希望している映画を予約する。 

 

【この時点での関係者の所感・取組み】 

ＺＸホームサービス管理 

責任者（支援者） 

相談支援専門員 Ｍ施設サービス管理責任者 

(支援者) 

〇 Ｈさんの素敵な一面が分

かると、支援者も和やかに

なる。そういうことが重な

って、受け入れに至ってい

る。 

 

○ Ｈさんから前向きな発言

が聞かれて嬉しい。 

○ Ｈさんへの理解が深ま

り、分かりやすく情報を伝

えながら、Ｈさんの楽しみ

につながることを提供して

もらっている。 

○ Ｈさんが自分の希望をＺ

Ｘホームの職員に話しがで

きているから、ＺＸホーム

の職員とも打ち解けてきて

いると感じた。 

※会議には不参加。状況報告

を受けての感想。 

 

 

３ Ｈさんの地域生活移行が他利用者へもたらした効果 

 【エピソード】 

   相談支援専門員が、Ｍ施設の利用者Ｋさんから、「Ｈさんはどこにいったの」「Ｈさんに会 

いたい」と話があったため、サービス管理責任者に相談し、Ｏ事業所とＺＸホームの見学も

兼ねて、Ｈさんに会いに行くことになった。Ｈさんと再会したＫさんは、「元気だった」「○

○さんが会いたいって」「○○さんが来たいって」などと話しかけ、Ｈさんも「みんなどうし

てる」「手紙を出したの、読んでくれた」「職員は」など話が尽きなかった。Ｈさんは、Ｋさん

と一緒に、新設のＯ事業所の内覧会に参加した。Ｋさんは、相談支援専門員に会うたびに「Ｈ

さんのところに行きたい」「今度いつ行くの」と言っている。 

－ 93 －



【この時点での関係者の所感・取組み】 

Ｍ施設サービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ Ｋさんの日課の中にＨさんの存在があり、

Ｈさんがいないことでの不安要素が強いの

かもしれない。Ｈさんが地域生活移行したこ

とで、何らかの影響があるのかもしれない。 

○ ＨさんがこうしたＺＸホームの体験を重

ね、地域生活移行に向かっていくことが、一

緒に生活をしていた施設の利用者にも少な

からず影響を与えていると感じている。 

○ 一緒に生活していた仲間が新たな生活を

し、買い物等を楽しんでいる姿を見て、Ｋさ

んはＨさんのような生活をしたいと感じた

のではないか。 

 

 

４ 現状 

 【エピソード】 

   Ｈさんがグループホームへ移行して半年以上が過ぎた。少しずつだが、ＺＸホームの仲間 

との人間関係にも慣れ、楽しみも広がってきた。新しい通所先の仕事にも慣れ、楽しく自信 

をもって取り組めるようになった。給料を心待ちにしている。またイライラが減り、支援者 

に「こうして欲しい」と言えるようにもなってきた。 

Ｈさんは「コースターを作ってみんなにプレゼントしたい」とも言っている。移動支援事

業所のヘルパーとの外出が楽しみで、「次はどこへ行こうか」と迷っている。「映画館に行っ

たことないから行ってみたい」との希望も出てきた。母や兄にも定期的に会えるようにな

り、面会を楽しみにしている。また、最初は拒否を示していた訪問看護、訪問リハビリの支

援者とも仲良くなってきた。 

 

 

５ 本クールのまとめ 

(1) 関係者が意識した役割・配慮点等 

ＺＸホームサービス管理責任者（支援者） 相談支援専門員 

○ 基本的なＨさんの支援は、マニュアル化し

ていった。 

○ Ｈさんとの日々のやり取りで疑問に思っ

たことは、Ｍ施設のサービス管理責任者や支

援者に直ぐに確認していった。 

 

○ Ｈさんの思いを確認する。 

○ ＺＸホームでの生活へ移行後、毎月モニタ

リングを実施し、Ｈさんの様子を確認する。 

○ 新たな支援チームを構築する。 

○ ＺＸホームへ移行した後、Ｈさんが新設Ｏ

事業所で新しい人間関係に慣れない様子が

あり、Ｍ施設での様子や支援対応、Ｈさんの

ストレングスを新たな支援チームメンバー

に伝える。 
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(2) 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 

 
  本クールでは、障害者支援施設からグループホームへの地域生活移行後、一定の期間を

経て、新たな生活の場への定着が新たな支援チームによって開始されています。Ｈさんに

対する意思決定支援は、Ｍ施設からの転居が完了した時点で終了するわけではありません。

時折、津久井やまゆり園利用者に係る意思決定支援は、転居がゴールとなっているという

声が聞かれますが、それは全くの誤解です。Ｈさんがその人生の中で福祉サービス等を必

要とし、その支援が続いていく限り、意思決定支援は継続されます。意思決定支援は不変

ですが、そのお手伝いをする支援者には変動があります。だからこそ、意思決定支援の継

続性・一貫性を担保するための、意思決定支援に携わる関係者間の適切なバトンタッチが

重要となるのです。 

  本人中心の意思決定支援の貫徹は、支援者にも大きな力を与えています。前クールでは、

送り出す施設側の支援者から「こうした経験は支援者としても嬉しい。次の力になる。」と

の所感が述べられています。充実した意思決定支援をなした支援者には、次の意思決定支

援に向き合う力が与えられ、支援の質の向上と利用者の権利擁護の進展が図られていくこ

とでしょう。 

  また、本クールでは、Ｈさんの地域生活移行が他利用者へもたらした効果が述べられて

います。Ｈさんと仲の良いＫさんは、Ｈさんのグループホームへの転居を契機に、その視

野が広がり、新たな行動を起こし始めました。Ｈさんは、グループホームでの新たな暮ら

しについて、自らの意思を形成・表現・実現しました。地域生活移行に挑戦したＨさんの

様子を垣間見ることで、Ｋさんの意思がどのように変化するのか/しないのか、関係者は温

かな目で見守っています。ＨさんとＫさんの関係には、ピアの力を強く感じるとともに、

互いの交流を通して両者にエンパワメントが生じているように思われます。 
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事例まとめ：これまでの意思決定支援を振り返る                 

 

１ Ｍ施設支援者の声 

(1) サービス管理責任者（支援者） 

○ 法人を超えて、制度等も活用しながらＨさんがグループホームへ移行することができ、 

選択肢が広がった。悩むことも楽しむことができた。 

○ 地域生活移行をして良かったかどうかは、今後のことであり、Ｈさんが幸せならば良か 

ったのだと思う。また、地域で暮らすためにはサポートが重要で、サポートがしっかりで 

きていれば、地域生活移行ができると思う。もっと社会資源があればと感じた。 

 

(2) 相談支援専門員 

○ Ｈさんは、言葉や態度で自分の思いをしっかり表現してくれる方で、早い段階からグル 

ープホーム入居の意向を示されたが、それでも入居に至るまでは葛藤があり、随分悩んで 

いた。揺れるＨさんの気持ちに寄り添い、最終的なＨさんの本心を確認できるまで、経験 

を繰り返すことが必要だった。 

○ Ｈさんがどこまでグループホームに入居するということを理解しているのか、また、本 

当に地域で生活していけるのか、チームとしても不安に感じた時期があったが、繰り返し 

Ｈさんの意思を確認し、Ｈさんの力、可能性を信じることで、Ｈさんの望む生活を一歩実 

現することができた。 

○ 地域生活移行が意思決定支援の目指すところではないが、障害者支援施設とは違う生活 

の場を知ってもらい、体験して意思を表現してもらうことは大切なことだと言える。 

 

２ 地域生活移行後の支援者の声 

(1) ＺＸホームのサービス管理責任者（支援者） 

○ Ｈさんの意思を確認するというよりも、まずは一日も早くＨさんを知ること、理解する

ことに力を注いできた。Ｈさんの言っていることが本当ではないなと感じることも多々あ

った。その言葉の中にある本当の気持ちを汲み取る工夫を続けたい。 

○ Ｈさんとの関係性構築については、まだまだ十分ではない。きつい言葉も言われる。Ｈ

さんの状況や思いに寄り添える関係作りが今後の目標である。笑顔で生活できるように、

表面上ではなく気持ちを汲み取るようにしていきたい。 

 

(2) 相談支援専門員 

○ Ｈさんは新しい人間関係に慣れずに不安定な時期が続いたが、それでもＭ施設に戻りた

いとは言わなかった。辛いこと以上に地域での生活には魅力があったのだろう。また、不

安を抱えているＨさんを地域の関係機関はしっかり受け止めることができたのだと考える。 

○ 現在も人間関係、興味関心、仕事に対しての意欲等に新たな広がりが見られている。改

めてＨさんの力、可能性を信じること、地域の力を信じることが大切だと感じた。 
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３ Ｈさんのコメント 

○ 支援担当者とチューリップの花を持ってきたのを覚えている。11 月にお泊りして障害者支

援施設に帰って、12 月にまたお泊りに来たことは覚えているけど、細かな内容までは覚えて

いないな。障害者支援施設で２月にお別れ会をしてくれて嬉しかった。 

○ 今のグループホームでの新しい生活はとてもいい。一人だから楽しい。 

○ これからも、みんなとお仕事を頑張りたい。 

 

４ 意思決定支援専門アドバイザーのコメント 

 

    意思決定支援を通じて実現した「Ｈさんらしい暮らし」が引き続き展開されていくこと

を心から期待しつつ、最後に、ガイドラインの「各論」に示される論点に沿って、意思決

定支援の取組みからもたらされた利点や評価を中心にコメントいたします。 

 

［意思決定支援の枠組み/関係者、関係機関との連携］ 

  Ｈさんを交え、相談支援専門員及びサービス管理責任者を中心とするチームによる意思

決定支援を実施し、チーム会議、担当者会議、検討会議等の会議体を設け、多様な専門職

が参画しています。Ｈさんのグループホーム体験は漫然と行われたわけではなく、体験の

ための準備、体験中の様子、体験の振り返りと次の体験に向けた準備といったＰＤＣＡの

サイクルに準じて実施されています。なお、本事例における支援者の関与は「伴走型支援」

（「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」最終とり

まとめ、2019 年 12月）とも言える取組みでした。 

   

［意思決定支援の根拠となる記録の作成/意思決定支援における意思疎通と合理的配慮］ 

  意思決定支援の開始に際して、Ｈさんに関する（再）アセスメントが実施され、様々な

会議において、新たな情報や状況の変化に応じた情報の追加がなされました。情報の収集

については、Ｈさんに関わる支援者がＨさんの意思表出の場面の詳細な記録を残している

ことが奏功しています。アセスメントに基づき、Ｈさんにとってふさわしい意思表出の方

法等が工夫されています。 

    

［支援者の知識・技術の向上］   

  意思決定支援の関係者については、県主催の研修会が開催されています。なお、意思決

定支援がチームによって行われることで、チームメンバーの支援力の向上（障害者の地域

生活に対する視座の醸成、支援における視野の拡大、多職種・他機関協働による意思決定

支援の意義の共有等）に資するＯＪＴの機会となりました。 

    

［本人と家族等に対する説明責任等］ 

  家族は、支援チームの重要なメンバーの一人であり、Ｈさんのパートナーとして関与さ

れました。家族ならではの不安や懸念にもチームとして向き合うことで、Ｈさんの選択を

尊重する立場へと変容するに至りました。  
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〇 地域生活移行前のエコマップ                   
〇 現在のエコマップ                     

  本人 

家族（母、兄）● ■Ｍ障害者支援施設 

サービス管理責任者 

支援者 

支援者 
診療所 

援護地担当ケースワーカー▲ 

相談支援専門員▲ 

■コンビニエンスストア 

■スーパーマーケット 

  本人 

家族（母、兄）● ■Ｍ障害者支援施設 

援護地担当ケースワーカー▲ 

相談支援専門員▲ 

■スーパーマーケット 

■100 円ショップ 

■病院 

■移動支援事業所 

■訪問看護ステーション 

■Ｏ生活介護事業所 

■Ｎ生活介護事業所 

■グループホーム 
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